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大
麻
草
（
以
下
、
麻
）
に
は
ガ
ン
や
エ

イ
ズ
、
緑
内
障
、
喘
息
、
て
ん
か
ん
、
鬱

病
、
慢
性
の
痛
み
、
多
発
性
硬
化
症
と
い

っ
た
約
２
５
０
種
類
の
疾
患
に
治
療
効
果

が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
麻
に
は
、

カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
と
呼
ば
れ
る
独
特
の
化

合
物
が
１
０
０
種
類
ほ
ど
含
ま
れ
る
。
な

か
で
も
医
薬
分
野
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の

は
マ
リ
フ
ァ
ナ
効
果
の
あ
る
「
Ｔ
Ｈ
Ｃ
」

と
、
繊
維
用
の
品
種
に
多
い
「
Ｃ
Ｂ
Ｄ
」

と
い
う
成
分
で
あ
る
。麻
の
医
薬
研
究
は
、

人
体
に
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
受
容
体
と
脳
内

マ
リ
フ
ァ
ナ
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
１
９
８
０
年
代
後
半
か
ら
世
界
規
模
の

1974年滋賀県生まれ。日本大学農獣医学部
卒。同大学院より博士号（環境科学）取得。
学生時代から環境・農業・NGOをキーワー
ドに活動を始め、農業法人スタッフ、システ
ムエンジニアを経て様々なバイオマス（生物
資源）の研究開発事業に従事。現在、NPO
法人ヘンプ製品普及協会理事、日本大学大学
院総合科学研究科研究員など。主な著書に、

『ヘンプ読本』（2006年・築地書館）、『大麻
草解体新書』（2011年・明窓出版）など。

連絡先：麻類作物研究センター
akahoshi@hemp-revo.net

赤星 栄志
あかほし　 よしゆき

研
究
競
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。

世
界
で
初
め
て
天
然
由
来
の
カ
ン
ナ
ビ

ノ
イ
ド
医
薬
品
を
発
売
し
た
の
は
、
Ｇ
Ｗ

製
薬
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
創
薬
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
で
あ
る
。
同
社
は
98
年
に
イ
ギ
リ

ス
医
薬
品
庁
か
ら
医
薬
品
製
造
・
大
麻
栽

培
免
許
を
取
得
し
た
。
設
立
か
ら
７
年
後

の
05
年
に
カ
ナ
ダ
で
、
ド
イ
ツ
の
バ
イ
エ

ル
社
と
販
売
提
携
し
て
神
経
性
難
病
で
あ

る
多
発
性
硬
化
症
の
痛
み
改
善
薬
「
サ
テ

ィ
ベ
ッ
ク
ス
」
を
発
売
し
た
。

こ
の
成
功
を
支
え
た
の
は
、
世
界
の
マ

日
本
で
麻
農
業
を
は
じ
め
よ
う

聞
い
て
お
き
た
い

大
麻
草
の
正
し
い
知
識

本
連
載
で
は
、
大
麻
草
を
研
究
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
博
士
号
を
取
得
し
た
赤
星
栄
志

氏
が
、
科
学
的
な
視
点
で
こ
の
植
物
の
正
し
い
知
識
を
解
説
し
、
国
内
で
の
栽
培
、

関
連
産
業
の
可
能
性
を
伝
え
る
。
麻
に
含
ま
れ
る
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
を
用
い
た
医

薬
品
は
２
０
０
５
年
に
誕
生
し
た
。
日
本
の
大
塚
製
薬
と
も
共
同
開
発
を
進
め
る

イ
ギ
リ
ス
の
創
薬
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
は
、
原
料
と
な
る
麻
を
植
物
工
場
で
栽
培
し

て
い
る
。
今
回
は
カ
ン
ナ
ノ
イ
ド
医
薬
品
に
ま
つ
わ
る
事
例
を
紹
介
す
る
。

連　載

13
植
物
工
場
で
の
医
薬
品
原
料
の
生
産

リ
フ
ァ
ナ
文
化
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
栽

培
や
育
種
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
、
デ
ビ
ッ

ト
・
ワ
ト
ソ
ン
氏
と
ロ
バ
ー
ト
・
ク
ラ
ー

ク
氏
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
オ
ル
タ
フ
ァ

ー
マ
（H

ortaPharm

）
社
と
の
業
務
提

携
で
あ
る
。
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ン
ド
な
種
子

入
手
を
回
避
し
、
開
発
期
間
の
短
縮
を
実

現
し
た
。
さ
ら
に
同
社
は
米
国
の
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
麻
薬
撲
滅
対
策
室
の
元
次
官
ア

ン
ド
レ
ア
・
バ
ー
サ
ウ
エ
ル
氏
を
雇
用
し
、

07
年
２
月
に
日
本
の
大
塚
製
薬
㈱
と
米
国

で
の
独
占
販
売
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
締
結

し
て
多
発
性
硬
化
症
と
ガ
ン
疼
痛
の
鎮
痛

剤
と
し
て
の
臨
床
試
験
を
含
む
共
同
研
究

を
進
め
て
い
る
。

Ｇ
Ｗ
製
薬
は
１
５
０
名
規
模
の
企
業

で
、
11
年
度
の
売
上
高
約
37
・
７
億
円
の

う
ち
「
サ
テ
ィ
ベ
ッ
ク
ス
」
の
売
上
が
約

５
・
７
億
円
を
占
め
、
前
年
度
に
比
べ
て

59
％
増
と
伸
び
て
い
る
。
売
上
高
の
多
く

は
提
携
企
業
か
ら
支
払
わ
れ
る
研
究
開
発

で
あ
り
、
大
塚
製
薬
が
そ
の
約
４
割
（
14

億
円
）
を
負
担
し
て
い
る
。

図１：サティベックスの外観

サ
テ
ィ
ベ
ッ
ク
ス
は
舌
下
型
ス
プ
レ
ー

の
形
を
し
て
お
り
、
１
本
５
・
５
㎖
入
り

で
１
回
に
１
０
０
　
を
正
確
に
噴
射
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
図
１
）。
噴
射

１
回
分
に
は
Ｔ
Ｈ
Ｃ
が
２
・
７
㎎
、
Ｃ
Ｂ

Ｄ
が
２
・
５
㎎
含
ま
れ
て
い
る
。
摂
取
目

安
は
１
度
に
４
～
８
回
の
噴
射
で
、
Ｔ
Ｈ

Ｃ
量
は
10
・
８
㎎
～
21
・
６
㎎
。
こ
れ
は
、

Ｔ
Ｈ
Ｃ
10
％
品
種
の
マ
リ
フ
ァ
ナ
煙
草
１

本
（
９
０
０
㎎
）
を
す
べ
て
摂
取
し
た
量

と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
気
に
な
る
値
段
は

１
本
１
２
５
ド
ル
。
症
状
に
よ
っ
て
摂
取

量
が
違
う
が
、
月
に
４
～
８
万
円
か
か
る

ら
し
い
。
マ
リ
フ
ァ
ナ
煙
草
の
４
～
５
万

円
に
比
べ
て
や
や
高
い
か
も
し
れ
な
い
。

世
界
初
の
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
医
薬
品

μ
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麻農業をはじめよう 13 植物工場での医薬品原料の生産　　

の
違
い
か
ら
、
ハ
ー
ブ
と
し
て
の
麻
の
ほ

う
が
好
ま
れ
て
い
る
。
ハ
ー
ブ
と
し
て
の

麻
も
植
物
工
場
で
生
産
し
て
い
る
も
の
が

多
く
、
最
近
で
は
元
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の

役
員
が
マ
リ
フ
ァ
ナ
工
場
ビ
ジ
ネ
ス
を
発

表
し
て
話
題
に
な
っ
た
ほ
ど
だ
。

Ｇ
Ｗ
製
薬
の
研
究
成
果
は
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
と

Ｃ
Ｂ
Ｄ
の
比
率
の
違
い
に
よ
っ
て
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
な
る
治
療
分
野
が
異
な
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
点
だ
ろ
う
（
表
１
）。
大

塚
製
薬
と
Ｇ
Ｗ
製
薬
の
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド

医
薬
品
の
開
発
状
況
を
表
２
に
示
し
た
。

米
国
で
の
臨
床
試
験
は
ガ
ン
疼
痛
で
フ
ェ

ー
ズ
Ⅲ
ま
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。続
い
て
、

モ
ル
ヒ
ネ
な
ど
の
従
来
の
鎮
痛
剤
が
効
き

に
く
い
神
経
障
害
性
疼
痛
、
糖
尿
病
、
炎

症
の
臨
床
試
験
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
特

に
精
神
障
害
で
は
統
合
失
調
症
が
タ
ー
ゲ

ッ
ト
で
、
従
来
は
大
麻
を
吸
う
と
併
発
す

る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
今
で
は
逆
に
改
善

す
る
薬
と
し
て
研
究
が
進
ん
で
い
る
の
で

あ
る
。

海
外
で
合
法
と
な
っ
て
い
る
適
応
疾
患

リ
ス
ト
の
国
内
の
患
者
数
を
数
え
上
げ
る

と
、
の
べ
３
６
８
５
万
人
に
及
び
、
日
本

人
の
３
分
の
１
が
対
象
と
な
る
と
の
報
告

が
あ
る
。
日
本
は
こ
の
分
野
で
は
全
く
の

後
進
国
だ
が
、
多
く
の
患
者
に
手
を
差
し

伸
べ
る
た
め
に
一
刻
も
早
く
規
制
緩
和
を

す
る
べ
き
で
あ
る
。

サ
テ
ィ
ベ
ッ
ク
ス
の
製
造
と
供
給
を
担

当
す
る
Ｇ
Ｗ
製
薬
は
、
原
料
と
し
て
ス
ー

パ
ー
ス
カ
ン
ク
と
い
う
高
Ｔ
Ｈ
Ｃ
品
種
と

ト
ル
コ
系
の
高
Ｃ
Ｂ
Ｄ
品
種
の
２
種
類
の

麻
を
植
物
工
場
で
栽
培
し
て
い
る
（
図

２
）。
年
間
生
産
量
は
50
～
60
ｔ
で
、
上

限
１
０
０
ｔ
ま
で
認
可
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
の
麻
の
生
育
サ
イ
ク
ル
は
12
週

間
で
あ
る
。
苗
は
種
子
か
ら
育
て
る
の
で

は
な
く
、
親
株
か
ら
枝
を
切
り
取
り
、
挿

し
木
に
よ
っ
て
専
用
の
培
地
で
育
成
す

る
。
２
週
間
経
過
し
た
時
点
で
有
機
肥
料

を
入
れ
た
培
地
に
移
植
し
、
１
台
の
ト
レ

ー
で
約
２
０
０
本
の
麻
を
育
て
る
。
気
温

21
℃
、
湿
度
38
～
45
％
に
保
た
れ
た
工
場

内
を
１
週
間
ご
と
に
ト
レ
ー
が
レ
ー
ル
の

上
を
移
動
す
る
の
は
生
育
期
間
を
短
く
す

る
た
め
だ
。生
育
途
中
で
剪
定
は
せ
ず
に
、

先
端
に
花
穂
（
バ
ッ
ズ
）
が
一
つ
だ
け
で

き
る
よ
う
に
育
て
て
、
背
丈
が
１
ｍ
に
な

っ
た
時
点
で
収
穫
す
る
。
完
全
無
農
薬
栽

培
を
実
現
し
て
い
る
が
、
唯
一
の
害
虫
は

ア
ザ
ミ
ウ
マ
と
赤
ハ
ダ
ニ
で
、
大
量
発
生

し
た
ら
ト
レ
ー
ご
と
全
処
分
と
な
る
。

収
穫
後
は
液
化
二
酸
化
炭
素
で
成
分
抽

出
し
て
濃
縮
し
、
マ
イ
ナ
ス
20
℃
で
原
液

を
管
理
す
る
。
高
Ｔ
Ｈ
Ｃ
品
種
の
原
液
を

「
テ
ロ
ラ
ナ
ビ
レ
ッ
ク
ス
」、
高
Ｃ
Ｂ
Ｄ
品

種
の
原
液
を
「
ナ
ビ
デ
ィ
オ
レ
ッ
ク
ス
」

と
し
、
そ
れ
ら
の
原
液
を
半
分
ず
つ
混
合

し
た
も
の
が
サ
テ
ィ
ベ
ッ
ク
ス
と
い
う
医

薬
品
に
な
る
。

同
じ
麻
の
医
療
利
用
で
も
医
薬
品
サ
テ

ィ
ベ
ッ
ク
ス
と
ハ
ー
ブ
と
し
て
の
麻
と
の

違
い
は
大
き
く
３
つ
あ
る
。

①
利
用
す
る
成
分
：
ハ
ー
ブ
と
し
て
利
用

す
る
場
合
は
約
１
０
０
種
類
の
品
種
か
ら

自
分
の
疾
患
や
香
り
な
ど
の
好
み
に
あ
っ

た
も
の
を
選
べ
る
。サ
テ
ィ
ベ
ッ
ク
ス
は
、

Ｔ
Ｈ
Ｃ
と
Ｃ
Ｂ
Ｄ
の
２
つ
の
成
分
だ
け
で

ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
で
風
味
を
加
え
て
い
る

②
酩
酊
効
果
：
患
者
の
摂
取
目
的
は
気
分

が
ハ
イ
に
な
る
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
サ

テ
ィ
ベ
ッ
ク
ス
に
は
Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
作
用
を
打

ち
消
す
Ｃ
Ｂ
Ｄ
が
半
分
入
っ
て
い
る

③
品
質
管
理
：
閉
鎖
型
植
物
工
場
で
の
栽

培
と
細
菌
や
カ
ビ
な
ど
の
品
質
管
理
の
徹

底
に
よ
り
医
薬
品
の
製
造
基
準
を
満
た
し

て
い
る

実
際
に
使
っ
た
人
の
声
を
聞
く
と
、
①

図２：ＧＷ製薬の植物工場での麻栽培の様子

表１：THC と CBD の比率の違いによる最適な治療分野

引用：ＧＷ製薬の資料より

製品群

高THC >95：5

50：50

＜25：75

＜5：95

等比率

広いCBD

高CBD

THC：CBD比率 ターゲット治療分野

癌性疼痛、偏頭痛、食欲刺激

多発性硬化症、脊髄損傷、末梢
神経疾患、神経原性疼痛

関節リウマチ、炎症性腸疾患

精神病性障害（統合失調症）、癇
癪、運動障害、卒中、頭部外傷、
関節リウマチおよび他の炎症性
状態における疾患修飾、食欲抑制

多発性硬
化症（MS）

がん疼痛

神経障害
性疼痛

糖尿病

炎症

てんかん

がん治療

精神障害

引用：GW製薬の「Annual Report and Accounts 2011」より

承認
申請

前臨床
試験

審査 市販フェーズ
Ⅰ

フェーズ
Ⅱ

フェーズ
Ⅲ

表２：ＧＷ製薬のカンナビノイド医薬品の開発状況

原
料
の
麻
は
植
物
工
場
で
栽
培


